ボランティアグループ活動費助成金交付要綱

（目　的）

第１条　社会福祉法人武雄市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）は、ボランティアの推進を図るため、ボランティアグループ(以下「グループ」という。)

予算の範囲内において助成金を交付することとし、その助成金については、この要綱に定めるところによる。

２　前項に定めるボランティアグループとは、武雄市ボランティア連絡協議会加入団体もしくは、市社協が認めたものとする。
（助成対象事業及び助成金額）

第２条　助成対象事業については次の各号に掲げるとおりとする。
（１）地域福祉の増進を図る活動

（２）福祉施設等の入所者と地域との交流を図る活動

　（３）まちづくりの推進を図る活動

　（４）環境の保全を図る活動

　（５）災害救援活動

　（６）地域安全活動

　（７）国際交流活動

　（８）子どもの健全育成を図る活動

（９）その他、社会福祉協議会会長が必要と判断した活動

２　助成金交付の対象経費は、事業内容に定める事業の実施に要する経費とし、これに対する助成金額は、事業費総額の１０分の８以内とし、上限を５万円とする。但し端数が生じた場合は、１千円未満は切り捨てるものとする。

３　助成金の総額は、予算の範囲内で、１グループあたり最大３事業まで申請を受け付けるものとする。第１希望の助成金の決定後、予算残に応じて第２希望、第３希望と、順次決定する。但し、第２希望、第３希望までの申請額の合計が５万円に満たないグループがある場合は、それを優先する。

　※キッズルームに関しては、２校開催の場合１事業とみなし、上限を１０万円

　とする。　

（交付申請）

第３条　助成事業を希望するグループは、所定の添付書類を添えて、交付申請書（様式第１号）を市社協へ提出する。尚、前項において複数の事業にて申請する場合は、それぞれの事業ごとに交付申請書を提出する。

２　前項の交付申請書の提出期限は、毎年市社協が別に定める日とする。

（交付条件）

第４条　助成金の交付に付する条件は、次の各号に掲げるとおりとする。

（１）助成を受けようとするグループは、市内に活動拠点を置き市内で活動しているグループであること。

（２）この助成金交付要綱の規定に従うこと。

（３）助成事業を中止した場合は、速やかに市社協に報告し、助成金が交付済みの場合は返還すること。

（４）助成事業が年内に完了しない場合は、市社協に報告してその指示を受けること。

（５）助成事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿及び証拠書類を整備し、助成事業完了後３年間保管すること。

（６）助成を受けた団体が、助成金を他の用途へ使用をしたときは、当該助成金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことがあること。

（交付決定）

第５条　市社協は、助成金の交付の決定通知をしたときは、速やかにその決定内容及びこれに条件を付した場合には、その条件を助成金等の交付を申請した者に交付決定通知書（様式第４号）により通知するものとする。

（交付請求）

第６条　交付決定を受けたグループは、速やかに交付請求書（様式第２号）を提出するものとする。

（交　付）

第７条　この助成金は、概算払で交付するものとし、原則、金融機関等の口座により取り扱うものとする。

（助成金の実績報告）

第８条　助成事業を完了したグループは、所定の添付書類を添えて、実績報告書（様式第３号）を市社協へ提出する。尚、複数の事業にて申請する場合は、それぞれの事業ごとに実績報告書を提出する。

２　前項の実績報告書の市社協への提出期限は、毎年市社協が別に定める日とする。

（補　則）

第９条　この要綱に定めるものの他、必要があるときは市社協会長が別に定める。

　　　
附　　則

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。
　　　

様式第１号－１

令和　　年　　月　　日

　　社会福祉法人　武雄市社会福祉協議会

　　会　長　　　古　賀　　　滋　　様

グループ名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞　
令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金交付申請書

標記の助成金について、下記のとおり交付されるよう関係書類を添えて申請します。

記

　１．事　　業　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．交付申請額　　　￥　　　　　　　　　　　　
３．添付書類

　　①　令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金所要額調書

（様式第１号－２）

　　　　　　　②　令和元年度　ボランティアグループ活動費助成事業実施計画書

（様式第１号―３）

　　　　　　

　様式第１号－２

令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金所要額調書

	対　象　事　業

経　費　総　額

Ａ
	基　　準　　額

Ｂ

（Ｂ＝Ａ×8／10）
	助　　成　　金

所　　要　　額

　　　　　　Ｃ
	備　考

	　

円
	円
	円
	


Ｂの額が１，０００円未満で端数が生じた場合は、切り捨ててＣの欄に記入すること。

様式第１号―３

令和元年度　ボランティアグループ活動費助成事業実施計画書

グループ名　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	事業名
	


【収入】
	項目
	収入見込額
	備考

	１．助成金
	
	

	２.自己資金

(　　　　　)
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	収入合計
	
	


【事業計画 及び 支出見込額】

	内容
	実施月日
	支出見込額

	
	
	

	支出見込額合計
	
	


様式第２号

令和　　年　　月　　日

　社会福祉法人　武雄市社会福祉協議会

　会　長　　　古　　賀　　　滋　　様

グループ名　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞
令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金交付請求書

　令和　　年　　月　　日付、　　　第　　号にて助成金交付決定の通知があった、下記金額を交付されるよう請求します。

記

　１．請　求　金　額
　　　　　　　　　　　円


様式第３号－１

令和　　年　　月　　日

　社会福祉法人　武雄市社会福祉協議会

　会　長　　　古　　賀　　　滋　様

グループ名　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞
令和元年度　ボランティアグループ活動費助成事業実績報告書

標記の助成金について、助成金交付要綱の規定により関係書類を添えて報告します。

記

１．交付済額
￥　　　　　　　　　　
２．添付書類

　　　　　　　①　令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金実績報告書

　　　　　　　　　（様式第３号－２）

　　　　　　　②　活動写真２～３枚
③　領収書写し

④　その他(グループで作成している活動計画書・収支予算書等)

様式第３号―２

令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金実績報告書

グループ名　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	事業名
	


【収入】
	項目
	収入済額
	備考

	１．助成金
	
	

	２．自己資金

(           )
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	収入合計
	
	


【事業実績 及び 支出済額】

	活動内容
	実施月日
	支出済額

	
	
	

	支出合計
	
	


様式第４号

武市社協　第　　　　号

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　様

社会福祉法人武雄市社会福祉協議会

                                         会　長　　　古　　賀　　　滋　
令和元年度　ボランティアグループ活動費助成金交付決定通知書

標記の助成金について、助成金交付要綱の規定により決定いたしましたので、速やかに交付請求書（様式第２号）によりご請求ください。

記

　　　　　助成事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　助成金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
※送金口座


金融機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　店


口座番号（普通・当座）　　　　　　　　　　　　　


フリガナ


口座名義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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